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〈特別寄稿〉 卜 ゥ ル フ ァ ン 出 土 「 某氏残族譜 j 初探(1 ) ・・・・・・・・王 素著 1 






本 会では 1990 年 1 2 月 1 日 C 発行し た本誌の別冊 C おいて、 「本誌への投稿 Eごついて j と
題してひろく本会会員 以 外 の 読 者 の 方 守 巴投稿を呼びかけた。かねてより本会の活動と本誌巴対
しご 支援をいただいていた北京の中国文 物研究所の王素先生巴も訳者が手紙でこのことをお知ら
せしたところ、 1991 年 8 月、北京を訪れた東京大学東洋文化研究所の池田温先生を通じて早
速「 吐魯番出土〈某 氏 残 族 書 〉 初 探 」 と 題する貴重な力作をお寄せいただくことができた。ここ
1ζ 褐援 す る の は その日本語訳である。訳出には閤屠があたったが、本会の会員諸氏からは貴重な
助言をいただいた。ただし誤りや不備があれば、それは全て訳者である姐尾の責任である。なあ
原稿では註が脚注の形式をとっていたが、訳文では技術的な制約もあって毎号本文のあと巴一括
して 掲 げ 、 ま た 便宜を考えて訳者の責任で訳註を付した。本文中区は原註を()で、訳註を[] 
で示 した。このほか に も 、 引 用 史 料 ( < :著者が附された圏点も技術的な制約で下線巴、(>ゃく〉
などの括張については訳文巴ふさわしいと患われる形式巴それぞれあらためるなどの改変をほど
こした 。
なあ 王 素 先 生 からはご自身の作威巴かかる略歴と著作目録もあわせて送っていただいた。次号
に褐 議する予定なので、あわせてご参照いただきたい。待望久しい『吐魯番出土文書』図文対照



















































































































































































が郭氏や衛氏と通 婚 し て お り 、その証拠となりうるものである。(待続)
【原註】





( 2 ) 一九八五年に筆者が『吐魯番出土文書』の図文対照本の校訂と編集に従事した際、考古学者
の故李徴先生と共同で原文書を利用して本譜の校訂を行った。本稿における復元もとの時行な
ったものである。なお図文対照本の第一冊は一九九二年に出版の予定である。
( 3 ) 侯燦「麹氏高昌王国官制研究J (Ii'文史』第二二輯、一九八四年)、ならびに同氏「解放後
新出吐魯番墓誌録J (北京大学中国中古史研究中心編『敦煙吐魯番文献研究論集』第五輯 北
京 北京大学出版社、一九九O年)、参照。
( 4 ) 中華書局の校点本では「斬怯」の前に「軌」字があるが、解釈が困難である。Ii'十六園春秋
輯補』巻六七前涼張軌偉では「軌」字がないので、ここではこれに従った。
( 5 ) 部川護軍の前身は郎川成であろう。Ii'元和郡勝圃志』巻三九犠右道廓州米川勝僚に、 「本前
涼張天錫於此置郎川成。」とある。
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